
　　　　　　　　　　　　　総括

土地利用方針

の調査検討

＊住環境形成計画　《未策定》
【個別計画進行管理総括表】

◇理念（最上位の目標）＝総合計画基本構想の「取り組みの方向」の評価

評価

◇施策体系別の評価

計画的なまち

づくり推進事

業

都市計画策定事業

計画的なまちづくり推

進事業

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

a

c

1

1

施 策 体 系 コ メ ン ト 審議会・懇話会等の意見評価
総合評価の状況

(a) （b） （c）

■

都市計画の変更決定、都市

計画基礎調査を実施するな

ど、順調に進捗している。

敷地面積の最低限度の基

準を導入するための検討を

進めているが、人口減少社

会、空き家問題等の社会情

勢を見定める必要があり、

住環境形成計画の策定を

先に進めることとした。

（参考） 事 業 名

1

2

土地利用方針にうたわれた理念の実現に向け

て、都市計画の変更決定、都市計画基礎調査を

実施するなど、順調に進捗している。

しかしながら、計画的なまちづくり推進事業にお

いて敷地面積の最低限度の基準の導入が予定

より遅れている状況にある。

審議会・懇話会等の総括意見
（個別計画の懇話会等が作成）

B



＜個別計画の今後の展開や策定に向けて考慮・検討を要する事項＞（次期計画に向けた意見）

＜事業の推進・改善に向けて意見・提案＞（今年度、来年度に向けた意見）

＜各所管による事業進行管理表の評価状況についての意見＞

＜計画を越えた連携についての意見＞

◇審議会・懇話会等の意見／【Action】の観点からの意見等

◇審議会・懇話会等の意見
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　　　　　　　　　　　　　総括

避難行動要支

援者支援事業

＊安全安心アクションプラン　《未策定》
【個別計画進行管理総括表】

◇理念（最上位の目標）＝総合計画基本構想の「取り組みの方向」の評価

評価

◇施策体系別の評価

防犯対策事業

災害対策事業

防犯対策事務費

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

b

a

1

1

施 策 体 系 コ メ ン ト 審議会・懇話会等の意見評価
総合評価の状況

(a) （b） （c）

■

避難行動要支援者台帳シ

ステムを導入し、運用を開

始した。

個別支援プランの作成は未

着手である。

地域安心安全情報共有シ

ステムの防犯情報の登録

者数は目標の9,000人を上

回り、順調に進捗している。

（参考） 事 業 名

1

2

避難行動要支援者台帳システムの運用が開始

され、避難行動要支援者に対する地域での助け

合いの取り組み等が進められている。

また、地域安心安全情報共有システムの防犯

情報の登録者数は目標を上回るなど、災害に

強く、犯罪のない安全なまちづくりに向けて、一

人ひとりの防災・防犯意識の向上が図られてい

る。

審議会・懇話会等の総括意見
（個別計画の懇話会等が作成）

B



＜個別計画の今後の展開や策定に向けて考慮・検討を要する事項＞（次期計画に向けた意見）

＜事業の推進・改善に向けて意見・提案＞（今年度、来年度に向けた意見）

＜各所管による事業進行管理表の評価状況についての意見＞

＜計画を越えた連携についての意見＞

◇審議会・懇話会等の意見／【Action】の観点からの意見等

◇審議会・懇話会等の意見
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毎回のワークショップにおいて、具体的な進捗がないこと

が問題となっており、歩行者と自転車を優先するまちアク

ションプランの目標年次まで２年足らずのなか、目標を到

達できる取組みを積み重ねてきたとは言い難く、最低評価

ではないものの、下段の評価である。

ワークショップとして、自らも歩行者と自転車を優先するま

ちアクションプランの進行に責任をもつ立場として、自らの

自省と改善を目指すことも含めて、厳しい評価が必要とい

う観点から、B評価が妥当であると考える。

　　　　　　　　　　　　　総括

安全で快適な

歩行空間の創

出

歩行者と自転車を優先するまちアクションプラン
【個別計画進行管理総括表】

◇理念（最上位の目標）＝総合計画基本構想の「取り組みの方向」の評価

評価

◇施策体系別の評価

適切な自転車

利用ができる

環境づくり

公共交通アク

セス手段の向

上

歩行者と自転車を優

先するまちづくり推進

事業

歩行者と自転車を優

先するまちづくり推進

事業

歩行者と自転車を優

先するまちづくり推進

事業

歩行者と自転車を優

先するまちづくり推進

事業

上記のとおり

上記のとおり

上記のとおり

上記のとおり

a

a

a

a

(1)1

(1)1

(1)1

(1)1

施 策 体 系 コ メ ン ト 審議会・懇話会等の意見評価
総合評価の状況

(a) （b） （c）

■

イベント時のステッカー配布

による周知活動や道路工事

に伴うバリアフリーの視点で

の景観による取組みを進め

てきた。

駅前の駐輪場整備の検討

や、イベントの後援やステッ

カー配布に取り組んでき

た。

また、警察と連携して、交通

安全活動や自転車ルール

教室を開催した。

自治会要望に基づき、バス

事業者への要望活動を実

施するとともに、高齢者用

定期券などの優遇サービス

の周知を図った。

また、コミュニティバス導入

方策を引き続き検討した。

カーフリーデーを実施する

ための準備を進めた。（雨

天のため中止）

（参考） 事 業 名

4

1

2

3

車に頼りすぎ

ない仕組みづ

くり

カーフリーデーを実施できる状態まで準備を進

めたとともに、イベント後援、ステッカー配布な

ど、できることから進めている。

審議会・懇話会等の総括意見
（個別計画の懇話会等が作成）

A

(b)

(b)

(b)

(b)

(B)



＜個別計画の今後の展開や策定に向けて考慮・検討を要する事項＞（次期計画に向けた意見）

＜事業の推進・改善に向けて意見・提案＞（今年度、来年度に向けた意見）

毎回のワークショップにおいて、具体的な進捗がないことが問題となっており、歩行者と自転車を優先するまちア

クションプランの目標年次まで２年足らずのなか、目標を到達できる取組みを積み重ねてきたとは言い難く、最

低評価ではないものの、下段の評価である。

ワークショップとして、自らも歩行者と自転車を優先するまちアクションプランの進行に責任をもつ立場として、自

らの自省と改善を目指すことも含めて、厳しい評価が必要と考える。

特になし

特になし

特になし

＜各所管による事業進行管理表の評価状況についての意見＞

＜計画を越えた連携についての意見＞

◇審議会・懇話会等の意見／【Action】の観点からの意見等

◇審議会・懇話会等の意見
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　　　　　　　　　　　　　総括

JR東逗子駅

前用地活用事

業

＊公共施設等総合管理計画　《未策定》
【個別計画進行管理総括表】

◇理念（最上位の目標）＝総合計画基本構想の「取り組みの方向」の評価

評価

◇施策体系別の評価

市営住宅整備

事業

事業予算なし

市営住宅整備事業

住宅管理事業

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

《事業進行管理表欄再掲》

今後の不確定要素を考慮し

控え目に評価したとのことで

あったが、将来発生するかも

しれない要素は考慮する必

要はなく、「（a）順調である」が

妥当と考える。

b

b

1

1(1)

施 策 体 系 コ メ ン ト 審議会・懇話会等の意見評価
総合評価の状況

(a) （b） （c）

■

事業スケジュールの見直し

を行った。

周辺住民や自治会の意見・

要望を聞きながら、市営住

宅整備が進められた。

（参考） 事 業 名

1

2

周辺住民や自治会の意見・要望を聞きながら、

市営住宅整備が進められる等、社会ニーズに対

応し、長期的な視点に立った都市機能整備につ

いて概ね順調に進捗している。

審議会・懇話会等の総括意見
（個別計画の懇話会等が作成）

B

(a)



＜個別計画の今後の展開や策定に向けて考慮・検討を要する事項＞（次期計画に向けた意見）

＜事業の推進・改善に向けて意見・提案＞（今年度、来年度に向けた意見）

＜各所管による事業進行管理表の評価状況についての意見＞

＜計画を越えた連携についての意見＞

◇審議会・懇話会等の意見／【Action】の観点からの意見等

◇審議会・懇話会等の意見
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　　　　　　　　　　　　　総括

逗子海岸保全

活用事業

＊商工業振興計画・小坪海浜地域活性化計画　《未策定》
【個別計画進行管理総括表】

◇理念（最上位の目標）＝総合計画基本構想の「取り組みの方向」の評価

評価

◇施策体系別の評価

商工業振興事

業

小坪海浜地活

性化事業

海水浴場運営事業

観光客誘致事業

逗子市観光協会助成事業

海浜美化推進事業
海浜公衆トイレ維持管理事業

逗子市商工会助成事業

商工業振興事業

水産業振興事業

漁港施設維持管理事業

漁港施設整備事業

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

a

a

a

1

1

1

施 策 体 系 コ メ ン ト 審議会・懇話会等の意見評価
総合評価の状況

(a) （b） （c）

■

海水浴客数は目標である30

万人を上回り、順調に進捗

している。

商工業活性化のために商

工会等への助成や支援、特

定創業支援事業として、創

業スクールを実施するな

ど、順調に進捗している。

小坪漁港水産物供給基盤

機能保全工事を実施するな

ど、順調に進捗している。

（参考） 事 業 名

1

2

3

逗子海岸や小坪漁港という地域資源に対し、保

全活用等の取組みを引き続き実施することによ

り、海水浴客数が目標を上回る等、地域のにぎ

わいが生まれるまちづくりが進んでいる。

また、地域産業の活性化や産業の創出として、

商工会等への助成や支援、創業スクールを実

施した。

審議会・懇話会等の総括意見
（個別計画の懇話会等が作成）

A



＜個別計画の今後の展開や策定に向けて考慮・検討を要する事項＞（次期計画に向けた意見）

＜事業の推進・改善に向けて意見・提案＞（今年度、来年度に向けた意見）

＜各所管による事業進行管理表の評価状況についての意見＞

＜計画を越えた連携についての意見＞

◇審議会・懇話会等の意見／【Action】の観点からの意見等

◇審議会・懇話会等の意見
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　　　　　　　　　　　　　総括

(仮称)自治基

本条例検討事

業

＊市民自治推進計画　《未策定》
【個別計画進行管理総括表】

◇理念（最上位の目標）＝総合計画基本構想の「取り組みの方向」の評価

評価

◇施策体系別の評価

地域自治シス

テム推進事業

市民協働推進

事業(市民協

働推進条例の

制定)

（仮称）自治基本条例

検討事業

地域自治システム推

進事業

市民協働推進事業

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当とはいえ

ない。地域自治システムの推進に

当たっては、逗子小学校区の状況

を踏まえると、2018（平成30）年度の

目標達成は相当厳しい現状である

と言わざるを得ない。このことから、

評価について順調であるとみなせな

いと考える。

《事業進行管理表欄再掲》

総合評価については妥当と

考える。

a

b

b

1

1 (1)

1

施 策 体 系 コ メ ン ト 審議会・懇話会等の意見評価
総合評価の状況

(a) （b） （c）

■

（仮称）自治基本条例の制

定に向け、市民参加のワー

クショップ及び学識等による

検討会の実施など、順調に

進捗している。

５つの小学校区中、住民自

治協議会が３つ、住民自治

協議会準備会が１つ設立さ

れた。逗子小学校区につい

ては、設立に向けた準備を

行った。

（仮称）市民協働推進条例

の制定に向けた調査・検討

を行った。（仮称）自治基本

条例の制定手続きにあわせ

進める必要があることから、

懇話会は開催しなかった。

（参考） 事 業 名

1

2

3

（仮称）自治基本条例、（仮称）市民協働推進条

例の制定に向けて着実に事業が進められてい

る。

また、住民自治協議会が新たに一つ設置される

など、市民自治のまちの実現に向け、概ね順調

に進捗している。

審議会・懇話会等の総括意見
（個別計画の懇話会等が作成）

B

(c)



＜個別計画の今後の展開や策定に向けて考慮・検討を要する事項＞（次期計画に向けた意見）

＜事業の推進・改善に向けて意見・提案＞（今年度、来年度に向けた意見）

＜各所管による事業進行管理表の評価状況についての意見＞

＜計画を越えた連携についての意見＞

◇審議会・懇話会等の意見／【Action】の観点からの意見等

◇審議会・懇話会等の意見
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